
 
 

 

 

 

集合から集団へ 

～児童生徒一人一人が生き生きと学べる学校を目指して～ 
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はじめに 

 

現在，各学校においては，創意と活力に満ちた特色ある教育活動の実践，いじめ防止，

不登校児童生徒への対応，学力向上など様々な学校課題の解決に向け，真摯にまた丁寧

に学校全体で取り組みいただいておりますことに，心から感謝申し上げます。 

当教育事務所では，これまで生徒指導事例研修会において，生徒指導の様々な問題解

決に向け研修会を実施いたしました。また，「指導の改善・充実に向けた研修会」，「授

業づくり研修会」などにおいては，全国学力学習状況調査や県学力学習状況調査の結果

をもとに，学力向上に向け各校の実践で活用できる要点を示し，情報交換等を行いまし

た。このほか，指導主事学校訪問では，いじめ防止や各学校の喫緊の課題解決に向け話

合いを継続してきました。そこから，学び合う集団，よさを認め合える集団，目標達成

に向け励ましあう集団が，様々な学校課題を解決するために必要であることが浮かび上

がってきました。それは，「子どもの発達段階に応じた学級集団を計画的に育てること

が大切であるということにつきる」ということです。 

この冊子は，これまで研修会や指導主事学校訪問等でお伝えしました当管内小・中学

校の全国・県学力学習状況調査結果や生徒指導月例報告，そして「生徒指導だより」を

とおして見直していただいた学級づくりについてまとめたものです。是非，子どもたち

が学校生活の中で自己有用感や心の居場所を実感できる集団・学級集団づくりのヒント

にしていただき，先生方の日々の指導に生かしてほしいと考えます。 

先生方の熱意ある真摯な取組によりまして，これまで以上に児童生徒が充実した学校

生活を送ることができるよう御期待申し上げます。 

 

平成２８年３月 

宮城県大河原教育事務所 

所 長 菅原 祥顕 
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１ 全国学力学習状況調査結果 

（１）参加率  小学校 ４７校（１００％），中学校 ２３校（１００％） 

  （２）教科に関する調査結果の概要 

１）小学校 

国語Ａ，Ｂ問題，算数Ｂ問題，理科において，全国平均，県平均を下回っ

ているが，算数Ａ問題は，全国平均を下回っているものの県平均と同程度で

ある。 

<国語> 

・ 国語Ａ問題（知識）では，全国平均より１．４ポイント，県平均より１．

０ポイント下回っており，昨年と比較すると全国・県平均とのかい離幅は縮

まった。 

・ 国語Ｂ問題（活用）では，全国平均より３．４ポイント，県平均より１．

９ポイント下回っているが，昨年と比較すると全国・県平均とのかい離幅は

縮まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓：全国との５ポイント以上かい離 
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Ⅰ 学力調査結果 管内状況 
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↓：全国との５ポイント以上かい離 

 

小学校国語 A 設問７は，次のとおりである。 

（全国とのかい離６．４ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校国語 B 設問１は，次のとおりである。 

（全国とのかい離５．７ポイント） 
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平成 27年度小学校全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア集 

p.4「自分の思いや考えを根拠付けるために引用しよう」～新聞のコラムを読んで，引用

の仕方について理解することができる～参照 
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  <算数> 

・ 算数Ａ問題（知識）では，全国平均より１．１ポイント下回るものの県平均と同じであ

る。昨年と比較すると全国・県平均とのかい離幅が縮まった。 

・ 算数Ｂ問題（活用）では，全国平均より４．７ポイント，県平均より２．４ポント下

回っているが，昨年と比較すると全国・県平均とのかい離幅は縮まった。 

 

↓：全国との５ポイント以上かい離 
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小学校算数Ａ設問５（２）は，次のとおりである。（全国とのかい離９．５ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数Ｂ設問４（２）は，以下のとおりである。（全国とのかい離７．９ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年度小学校全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア集 

ｐ.13「目的に応じた代金の見積り方を考えよう」～およその大きさを捉え，根拠をもっ

て判断し説明する～参照 
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<理科> 

・ 理科は，全国平均より４．８ポイント， 

県平均より３．６ポイント下回り，２４年 

度（抽出校）と比較すると全国・県平均と 

のかい離幅が広がった。 

 

 

↓：全国との５ポイント以上かい離 

 

小学校理科設問１（３）は，以下のとおりである。（全国とのかい離６．９ポイント） 
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平成 27 年度小学校全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア集 

p.19「水はどのようにして全体が温まっていくのだろうか」～結果を見通しながら実験

方法を考えることができる～参照 
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国語Ｂ：主として活用 
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２）中学校 

 国語Ａ，Ｂ問題，数学Ａ，Ｂ問題，理科全てにおいて，全国平均，県平均を下回っ

ている。 

 <国語> 

 ・  国語Ａ問題（知識）では，全国平均より２．６ポイント，県平均より２．９ポイン

ト下回っており，昨年と比較すると全国平均，県平均どちらともかい離幅が縮まった。 

・ 国語Ｂ問題（活用）では，全国平均より０．８ポイント，県平均より１．２ポイン

ト下回っており，昨年と比較すると全国平均，県平均どちらともかい離幅が縮まった。 

 

↓：全国との５ポイント以上かい離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

全国 中学校 国語Ａ問題 

全国 県 大河原 

10.0

30.0

50.0

70.0

90.0

１
一

 

１
二

 

２
一

 

２
ニ

 

３
一

 

３
ニ

 

３
三

 

４
一

 

５
一

 

６
一

 

６
二

 

７
一

 

７
ニ

 

８
一

 

８
二

 

９
一
１

 

９
一
２

 

９
一
３

 

９
ニ
１

 

９
ニ
２

 

９
ニ
３

 

９
三
ア

 

９
三
イ

 

９
三
ウ

 

９
三
エ

 

９
三
オ

 

９
三
カ

 

９
四
①

 

９
四
②

 

９
五

 

９
六

 

９
七
１

 

９
七
２

 

全国 中学校 国語Ａ：主として知識 

全国（公立） 宮城県（公立） 管内 中 

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

全国 中学校 国語Ｂ問題 

全国 県 大河原 



~ 7 ~ 
 

中学校国語Ａ設問九四は，以下のとおりで 

ある。（全国とのかい離５．１ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校国語Ｂ設問１三は，次のとおりである。 

（全国とのかい離５．１ポイント） 
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平成 27年度中学校全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア集 

p.5「テーマを決めて，プレゼンテーション対決をしよう」～資料や機器などを効果的

に活用して話す～参照 
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 <数学> 

・ 数学Ａ問題（知識）では，全国平均より６．６ポイント，県平均より５．３ポント下

回っているが，昨年と比較すると全国平均とのかい離幅が縮まったが，県平均とのかい

離幅が広がった。 

・ 数学Ｂ問題（活用）では，全国平均より５．８ポイント，県平均より４．９ポイント

下回っており，昨年と比較すると全国平均とのかい離幅は縮まった。 

 

↓：全国との５ポイント以上かい離 
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中学校数学Ａ設問３（３）は，以下のとおりである。（全国とのかい離５．５ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校数学Ｂ設問４（２）は，以下のとおりである。 

（全国とのかい離１０．９ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年度中学校全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア集 

p.11「証明を振り返り，条件を変えた場合の証明を考えよう」 

～特殊から一般へと発展的に考える～参照 
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<理科> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓：全国との５ポイント以上かい離 

 

中学校理科設問５（２）は，以下のとおりである。（全国とのかい離８ポイント） 
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・ 理科は，全国平均より２．９

ポイント，県平均より３．６ポ

イント下回っており，２４年度

（抽出校）と比較すると全国・

県平均とのかい離幅は広がっ

た。 

平成 27年度中学校全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア集 

p.19「無接点充電器で電流が発生する仕組みを探ろう」～日常生活で利用されている

科学技術から，理科を学ぶ意義や有用性を実感する～参照 
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（３） 平成２４年度から平成２７年度までの経年比較 

１） 小学校では，国語Ａ（知識）Ｂ（活用）において，全国平均とのかい離幅が縮

まり成果が現れている。算数Ａ（知識）は全国平均とのかい離幅が縮まり成果が

現れているが，算数Ｂ（活用）においては，全国平均とのかい離幅が大きく，改

善が必要である。 

２） 中学校では，国語Ｂ（活用）において，全国平均とのかい離幅がより縮まり成

果が現れている。数学Ａ（知識）Ｂ（活用）とも全国平均とのかい離幅が広く，

改善が必要である。 

３） 理科は，２４年度と比較し，全国とのかい離幅が広がり，改善が必要である。 

 

 

２ 県学力学習状況調査結果 

（１）参加率  小学校 ４７校（１００％），中学校 ２３校（１００％） 

 （２）教科に関する調査結果の概要 

１）小学校 

国語基礎・活用問題 

は，期待値を下回って 

いる。算数は，昨年度 

同様，基礎・応用問題 

とも期待値を上回って 

いる。ただ，活用問題 

においては県平均より 

若干下回っている。 

① 国語基礎問題では， 

期待値より３．７ポ 

イント下回り，県平 

均より１ポイント上 

回っている。期待値 

とのかい離幅が大き 

く。国語活用問題では，期待値より５．５ポイント，県平均より 

１．３ポイント下回っている。期待値とのかい離幅が大きくなった。 

② 算数基礎問題では，期待値より０．４ポイント，県平均より０．１ポイント

上回り，ほぼ同レベルである。算数活用問題では，期待値より２ポイント上回

っているが，県平均より０．８ポント下回った。 

２）中学校 

国語基礎・活用問題， 

数学基礎・活用問題， 

英語基礎・活用問題の 

全てにおいて，期待値， 

県平均より下回ってい 

る。ただ，国語基礎問 

題，数学基礎・活用問 

題においては，期待値とのかい離幅が小さくなっている。 
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① 国語基礎問題では，期 

待値より２．２ポイント， 

県平均より０．７ポイン 

ト下回った。国語活用問 

題では，期待値より 

５．２ポイント，県平均 

より１．１ポイントそれ 

ぞれ下回った。期待値と 

のかい離幅が大きくなっ 

た。 

② 数学基礎問題では，期 

待値より２．３ポイント， 

県平均より０．７ポント 

下回っており，かい離幅 

が小さくなった。数学活用問題では，期待値より１．５ポイント，県平均より

１，７ポイント下回っている。かい離幅が小さくなった。 

 ③ 英語基礎問題では，期待値より３．１ポイント，県平均より０．８ポイント

下回っており，それぞれかい離幅が大きくなった。英語活用問題では，期待値

より５．８ポイント，県平均より２．２ポイント下回っており，それぞれかい

離幅が大きくなった。 

 

（３）その他       （ ）内は昨年度 

１） 管内小学校において合計点数で期待値を上回っている学校が，１４校（５校）

であり，国語の期待値を上回っている学校が１１校（１０校），算数では２５校

（２６校）であった。 

管内中学校において合計点数で期待値を上回っている学校が，７校（７校）

であり，国語の期待値を上回っている学校が９校（７校），数学では１２校（５

校），英語では６校（１１校）であった。 

２） 市町別に分類･区分別集計結果を見ると，小学校の国語・算数合計が期待値を

上回った市町が３市町（１市町）であった。国語の期待値では２市町（１市町）

が上回った。算数の期待値では４市町（４市町）が上回った。 

中学校の国語・数学・英語合計が期待値を上回ったのが３市町（０市町）で

あった。国語の期待値では，２市町（１市町）が上回った。数学の期待値では

５市町（１市町）が上回った。英語では期待値を上回った市町（０市町）はな

かった。 

 


